
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん(

18
歳
に
な

っ
て
か
ら
最
初
の
３
月
31
日
ま
で)

や

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
、

父
子
家
庭
の
父
、
母
子
家
庭
の
母(

父

母
に
代
わ
り
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て

い
る
か
た
を
含
む)

は
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
額
支
給
の
場
合
、
１
人
目
の
お

子
さ
ん
は
、
月
額
４
万
千
720
円
、
２

人
目
以
降
は
加
算
が
あ
り
ま
す
。

児
童
家
庭
課
☎(

８
６
６)

２
０
９
４

受
給
資
格
の
喪
失
…
受
給
者
が
公
的
年
金
の
給
付
を

受
け
た
と
き
や
婚
姻
し
た(

事
実
上
の
婚
姻
・
内
縁

関
係
を
含
む)

と
き
は
、
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
す
ぐ
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
期
間
の
見
直
し
…
受
給
者
が
父
ま
た
は
母
の
場

合
、
手
当
の
支
給
開
始
月
か
ら
５
年
、
ま
た
は
離
婚

な
ど
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
月
か
ら
７

年
の
ど
ち
ら
か
早
い
方
が
経
過
し
た
と
き
は
、
一
定

の
率
で
手
当
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
に
は
事
前

に
通
知
し
ま
す
の
で
「
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
出
書
」
を
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た
へ
お
知
ら
せ
を

７
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
現
況
届
は
８
月
中
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

８
月
分
以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

●
こ
ん
な
時
も
届
け
出
を

８
月
は
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

※
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金(

老
齢
福

祉
年
金
を
除
く)

を
受
給
で
き
る
か
た
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
請
者
や
同
居
し
て
い
る
扶

養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、

手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
度
に
行
っ
た
耐
震
診
断
で
は
、
本
庁
舎
を
は
じ
め
、

議
場
棟
、
分
館
な
ど
で
構
造
耐
震
指
標(

I
s
値)

が
安
全
と
さ

れ
る
数
値
「
0.6
」
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た(

上
図
参
照)

。

特
に
、
本
庁
舎
や
議
場
棟
な
ど
は
「
大
地
震(

震
度
６
強
程

度)

に
対
し
て
、
倒
壊
ま
た
は

崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
」
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
発
生

時
に
は
、
適
切
な
避
難
誘
導
な

ど
で
来
庁
者
の
安
全
確
保
に
努

め
ま
す
が
、
現
在
の
庁
舎
は
防

災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
が

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
実
施

新
庁
舎
の
整
備
方
針

市
で
は
、
庁
舎
整
備
の
方
針
を
、
①
現
庁
舎
を
取
り
壊
し
新

庁
舎
建
設
②
本
庁
舎
を
改
修
し
隣
に
別
棟
庁
舎
建
設
③
現
庁
舎

の
大
規
模
改
修
の
３
つ
の
案
を
候
補
に
、
将
来
の
人
口
動
態
や

財
政
負
担
、
議
会
や
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
参
考
に

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
、

次
の
よ
う
な
整
備
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

庁舎整備方針の基本イメージ

今後のスケジュール(案)
22年度�建設基本構想の作成　
23・24年度�基本設計、実施設計
25年度�建設工事着工
27年度�新庁舎竣工、分館改修完成
28年度�現庁舎の取り壊し、外構工事

新
庁
舎
の
整
備
方
針
を
決
定

昭
和
39
年
に
建
設
さ
れ
た
現
在
の
本
庁
舎
は
、
外
壁
や
設

備
な
ど
の
老
朽
化
が
進
み
、
地
震
な
ど
へ
の
安
全
性
が
低
下

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
部(

寺
内
蛭
根)

、
教
育
委
員
会

(

山
王
21
ビ
ル)

な
ど
の
窓
口
が
本
庁
舎
以
外
の
場
所
に
分
散

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
確
保
と
利
便
性
の
向

上
の
た
め
、
新
し
い
庁
舎
の
整
備
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、
具
体
的
な
建
設
基
本
構
想
な
ど
を
策
定
し
ま
す
。

●
新
庁
舎
は
N
H
K
跡
地
を
含
め
た
現
在
地
に
建
設
し
、
新
庁

舎
の
規
模
や
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
た
め
、
分
館
を
有
効
活
用

し
ま
す
。
案
③
は
現
庁
舎
の
耐
震
補
強
や
改
修
費
が
多
額
に

な
る
こ
と
や
、
窓
口
分
散
化
の
解
消
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
、

費
用
対
効
果
が
低
い
と
判
断
し
ま
し
た

●
庁
舎
整
備
の
財
源
は
、
庁
舎
建
設
基
金(

約
83
億
円)

や
合
併

特
例
債
を
活
用
し
、
財
政
負
担
を
抑
え
ま
す

●
新
庁
舎
の
具
体
的
な
規
模
や
総
事
業
費
な
ど
は
、
今
年
度
に

策
定
す
る
建
設
基
本
構
想
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

お
聞
き
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
す 新

庁
舎
建
設
準
備
室

☎(

８
６
６)

８
９
１
５

問
い
合
わ
せ

市役所各棟の耐震診断結果

児童扶養手当

◆父子家庭のお父さん
◆母子家庭のお母さん

市役所本庁舎(昭和39年築)
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現
在
、
時
間
帯
に
よ
り
車
線
が
変

更
さ
れ
て
い
る
手
形
字
西
谷
地
か
ら

千
秋
久
保
田
町
ま
で
の
区
間(

左
図
の

青
い
矢
印
線
①
②)

は
、
７
月
下
旬
か

ら
①
の
区
間
は
片
側
１
車
線
に
、
②

の
区
間
は
上
り
２
車
線
、
下
り
１
車

線
に
、
そ
れ
ぞ
れ
固
定
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
県
警
本
部
交
通
規

制
課
☎(

８
６
３)

１
１
１
１

７
月
下
旬
に
手
形
山
崎
交
差
点
か

ら
サ
ン
ク
ス
秋
田
手
形
店
近
く
ま
で

の
区
間(

上
図
の
青
い

線
の
部
分)

が
開
通
し

ま
す
。
片
側
１
車
線
の

対
面
通
行
で
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
通
行
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田

駅
東
地
区
土
地
区
画
整

理
工
事
事
務
所

☎(

８
３
４)

２
２
０
４
　

秋
田
市
文
化
選
奨

地
中
か
ら
あ
ふ
れ
出
す
マ

グ
マ
の
上
を
風
雪
と
と
も
に

吹
き
流
れ
て
ゆ
く
風
、
激
し

い
動
き
の
あ
る
構
成
と
と
も

に
赤
に
集
約
さ
れ
た
色
彩
は
、

生
命
の
華
や
か
さ
と
地
上
や

地
中
の
諸
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
見
事
に
形
象
化
し
て
い
ま

す
。
構
成
力
、
色
彩
感
覚
と

い
っ
た
表
現
力
の
点
で
も
優

れ
た
作
品
で
す
。

宮
城
道
雄
が
か
つ
て
行
っ

た
洋
楽
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

ト
を
再
現
し
、
秋
田
在
住
の

若
手
の
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ

ン
、
声
楽
の
演
奏
家
と
共
に

行
っ
た
演
奏
会
は
、
日
本
の

音
楽
の
感
性
と
心
を
伝
え
、

聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
演
奏
家
と

の
共
演
に
意
欲
的
に
挑
戦
し

た
技
術
的
に
も
レ
ベ
ル
の
高

い
演
奏
会
で
す
。

県
内
の
民
俗
芸
能
や
農
村
風

景
、
祭
り
、
遊
び
な
ど
を
テ
ー

マ
に
撮
影
さ
れ
た
作
品
で
、
確

か
な
カ
メ
ラ
技
術
で
撮
ら
れ
た

被
写
体
の
生
き
生
き
と
し
た
表

情
か
ら
は
作
者
の
人
間
性
や
暖

か
な
視
線
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

作
品
に
は
昭
和
50
年
代
当
時
の

懐
か
し
い
様
子
が
写
し
出
さ
れ

て
い
て
、
記
録
写
真
集
と
し
て

も
貴
重
な
も
の
で
す
。

写真集「ふるさとの
祭り 童っ子」

平
成
22
年
度

秋
田
市
文
化
選
奨
は
、
学
術
・
芸
術
の
分
野
で
前
年
度
に
優

れ
た
作
品
を
発
表
し
、
市
民
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
か
た
に

贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
の
受
賞
者
は
、
次
の
み
な
さ
ん
に
決
ま

り
ま
し
た
。
表
彰
式
は
７
月
27
日
(火)
午
後
４
時
か
ら
、
秋
田
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。
文
化
振
興
室
☎(

８
６
６)

２
２
４
６

第２回伝統を継ぐ 田中郷子邦楽
演奏会～宮城道雄の音楽より～

牛
島
南
二
丁
目
か
ら
茨
島
七
丁

目
ま
で
の
区
間
750

(
青
い
線
の
部

分)

が
、
７
月
９
日
に
開
通
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
御
所
野
か
ら

秋
田
大
橋
ま
で
の
約
７
　
が
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

駅
東
の
道
路
が
よ
り
便
利
に

道路建設課☎(866)2133問

時
間
帯
に
よ
る
中
央
線
変
更

を
解
除
し
ま
す

船木昭
あき

子
こ

さん
(楢山)

田中郷
さと

子
こ

さん

(旭川)

佐藤正
ただし

さん

(保戸野)

洋画「風のスクリーン」
(縦130㌢×横162㌢)

美術(写真)

美術(洋画)

音楽(邦楽)

牛
島
南
〜
茨
島
の

道
路
が
開
通

千
秋
・
手
形
地
区
の
道
路
が
変
わ
り
ま
す
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